
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

長

寿

社

会

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

〃

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

産

業

企

画

課

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

【

公

告

】

○

自

然

海

浜

保

全

地

区

の

区

域

の

変

更

案

の

縦

覧

環

境

管

理

課

○

岡

山

県

医

療

審

議

会

か

ら

の

答

申

医

療

推

進

課

○

公

益

事

業

に

係

る

争

議

行

為

の

予

告

労

働

雇

用

政

策

課

○

基

本

測

量

の

終

了

監

理

課

○

平

成

二

十

七

年

二

級

建

築

士

試

験

の

実

施

建

築

指

導

課

○

平

成

二

十

七

年

木

造

建

築

士

試

験

の

実

施

〃

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
二
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

日
比
共
同
製
錬
株
式
会
社

住
所

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
６
番
３
号

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

西
山

佳
宏

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
日
比
共
同
製
錬
株
式
会
社

玉
野
製
錬
所

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
日
比
六
丁
目
１
番
１
号
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 廃 止 新 設 変 更 前 変 更 後

62－ヘ 62－ホ 62－ホ 27－ハ 27－ハ
種 類 湿式集じん施設 廃ガス洗浄施設 廃ガス洗浄施設 亜硫酸ガス冷却洗浄施 亜硫酸ガス冷却洗浄施

設 設

能 力 340,000Ｎ㎥／ｈ 52,000Ｎ㎥／ｈ 同左 80,000Ｎ㎥／ｈ 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 工事着手後約３箇月 － 工事着手後約１箇月 － 工事着手後約３箇月

使 用 開 始 予 定 年 月 日 工事完成後直ちに － 工事完成後直ちに － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 連続24時間 同左 同左 連続24時間 同左
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 84 96 16 22 449 679 533 775
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6 1～1.5 1～1.5 1～1.5 1～1.5 1～1.5 1～1.5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 100 120 240 1,000 同左 240 1,000 202 876
常の量及び最大
の量 Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 23 27.5 55 184 55 184 50 165

油 分（㎎／ℓ） - - - - - - - -

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 0.5 1 - - 0.5 1 - - 0.08 0.13

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 0.01 0.1 - - 0.01 0.1 - - 0.002 0.013

Ｃ ｕ（㎎／ℓ） 20 24 166 920 166 920 140 806

Ｐ ｂ（㎎／ℓ） 3 3.6 55 184 55 184 46 161

Ｚ ｎ（㎎／ℓ） - - 331 1,380 331 1,380 279 1,209
同左

Ｃ ｄ（㎎／ℓ） 1 1.2 11 92 11 92 9 81

Ａ ｓ（㎎／ℓ） 10 12 1,656 3,680 1,656 3,680 1,395 3,224

Ｓ ｅ（㎎／ℓ） - - 4.6 18 4.6 18 4 16

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成27年３月３日から同月24日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び玉野市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
三
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
リ
リ
ィ
・
ベ
ル

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
門
田
一
八
四

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
岡
山
共
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

２

所
在
地

岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
二
〇
〇
一
番
地
二

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
八
〇
一
二
五
四

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
四
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

茶
話
本
舗
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
や
し
ま
の
郷

２

所
在
地

岡
山
県
都
窪
郡
早
島
町
若
宮
三
五
四
一
番
地
一
〇
号

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

玉
野
環
境
技
術
株
式
会
社

２

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
玉
原
三
丁
目
二
〇
番
一
号

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
六
〇
〇
二
八
二

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
五
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
定
期
検
査

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
非
自
動
は
か
り
（
計
量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百

二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

、
分
銅
及
び
お
も
り
と
す
る
。

。
）

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

玉

野

市

特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

笠

岡

市

年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十

同
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

高

梁

市

九
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
場
合
に
あ

（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成

新

見

市

っ
て
は
、
そ
の
特
定
計
量
器
の
所
在
の

元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一

瀬
戸
内
市

場
所

項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く

）
。

真

庭

市

浅

口

市

都

窪

郡

浅

口

郡

小

田

郡

真

庭

郡

苫

田

郡

加

賀

郡

平
成
二
十

岡
山
県
計
量
管
理
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

七
年
度
実

（
岡
山
市
北
区
今
保
六
六
一
）

同
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

施
区
域

（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
第
一
条

第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く

）
。

二

実
施
機
関

岡
山
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
玉
野
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
四
Ｊ
梶
岡
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｊ
上
山
坂
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
前
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
一
五
Ｋ
岩
辺
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
岩
辺
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
小
野
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
大
聖
寺
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
宮
原
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
宮
原
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
大
内
谷
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
大
内
谷
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
大
内
谷
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
大
内
谷
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
小
ノ
谷
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
小
ノ
谷
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
小
ノ
谷
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
小
ノ
谷
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
山
城
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｊ
上
山
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｊ
下
山
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｊ
大
町
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｊ
東
谷
下
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｊ
真
殿
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｊ
小
野
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｊ
日
指
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り
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二
一
五
Ｊ
田
殿
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｊ
中
山
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
建
設
部
勝
英
地
域
設
計
審
査
班
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成２７年３月３日　岡山県公報　第１１６６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
苫
田
郡
鏡
野
町
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒

区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

六
〇
六
Ｋ
岩
屋
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
岩
屋
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
岩
屋
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
岩
屋
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
岩
屋
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
大
町
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
大
町
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
大
町
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
大
町
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
大
町
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
大
町
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
大
町
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
大
町
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
大
町
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
大
町
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
香
々
美
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
越
畑
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
越
畑
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
越
畑
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
越
畑
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
寺
和
田
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
寺
和
田
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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六
〇
六
Ｋ
寺
和
田
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
寺
和
田
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
寺
和
田
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
寺
和
田
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
寺
和
田
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
寺
和
田
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
寺
和
田
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
百
谷
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
百
谷
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
百
谷
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
百
谷
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
百
谷
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
百
谷
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
百
谷
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
百
谷
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
百
谷
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
百
谷
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
岩
屋
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
岩
屋
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
岩
屋
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
大
町
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
大
町
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
大
町
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
大
町
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
大
町
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
大
町
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
大
町
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
大
町
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
大
町
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
大
町
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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六
〇
六
Ｄ
大
町
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
香
々
美
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
香
々
美
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
越
畑
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
越
畑
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
越
畑
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
越
畑
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
越
畑
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
越
畑
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
越
畑
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
越
畑
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
真
経
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
真
経
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
真
経
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
真
経
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
真
経
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
真
経
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
真
経
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
真
経
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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六
〇
六
Ｄ
寺
和
田
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
百
谷
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
百
谷
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
百
谷
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
百
谷
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
百
谷
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
百
谷
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
百
谷
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
百
谷
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成２７年３月３日　岡山県公報　第１１６６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
九
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
勝
田
郡
勝
央
町
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒

区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

六
二
二
Ｊ
植
月
東
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
二
二
Ｊ
上
香
山
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
二
二
Ｊ
黒
坂
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
二
二
Ｊ
豊
久
田
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
建
設
部
勝
英
地
域
設
計
審
査
班
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成２７年３月３日　岡山県公報　第１１６６５号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
勝
田
郡
奈
義
町
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒

区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

六
二
三
Ｊ
宮
内
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
建
設
部
勝
英
地
域
設
計
審
査
班
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
加
賀
郡
吉
備
中
央
町
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害

警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

六
八
一
Ｊ
笹
目
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
八
一
Ｊ
高
谷
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
八
一
Ｊ
広
面
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
八
一
Ｊ
上
竹
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
八
一
Ｊ
岨
谷
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
八
一
Ｊ
岨
谷
〇
〇
二

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
八
一
Ｊ
田
土
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
八
一
Ｊ
豊
野
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
八
一
Ｊ
豊
野
〇
〇
二

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

六
八
一
Ｊ
宮
地
〇
〇
一

地
滑
り

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
前
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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〔
八
四
〕
岡
山
県
自
然
海
浜
保
全
地
区
条
例
（
昭
和
五
十
六
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
五
条
第

八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
然
海
浜
保
全
地
区
の
区
域
を
変
更
す
る
た

め
次
の
と
お
り
公
告
し
、
そ
の
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
自
然
海
浜
保
全
地
区
の
区
域
の
変
更
案
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

自
然
海
浜
保
全
地
区
の
名
称

沙
美
東
自
然
海
浜
保
全
地
区

二

変
更
後
の
自
然
海
浜
保
全
地
区
の
区
域

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
に
示
す
区
域
及
び
次
に
示
す
陸
域
の
区
域
。
た
だ
し
、

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
自
然
公
園
の
区

域
を
除
く
。

（

次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
三
の
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）

「

。

所

在

地

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
四
七
一
一

二
番
地

－

〃

〃

四
七
一
二

一
番
地

－

〃

〃

四
七
一
二

二
番
地

－

〃

〃

四
七
一
三
番
地

〃

〃

四
七
一
四
番
地

三

変
更
案
の
縦
覧
場
所

岡
山
県
環
境
文
化
部
環
境
管
理
課
及
び
倉
敷
市
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
局
環
境
政
策
部
環
境
政
策
課

四

変
更
案
の
縦
覧
期
間

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で

一

自
然
海
浜
保
全
地
区
の
名
称

唐
琴
の
浦
自
然
海
浜
保
全
地
区

二

変
更
後
の
自
然
海
浜
保
全
地
区
の
区
域

倉
敷
市
児
島
唐
琴
四
丁
目
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
に
示
す
区
域
。
た
だ
し
、
自
然
公
園
法
第
二
条

第
一
号
に
規
定
す
る
自
然
公
園
の
区
域
を
除
く
。

平成２７年３月３日　岡山県公報　第１１６６５号



（

次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
三
の
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）

「

。

三

変
更
案
の
縦
覧
場
所

岡
山
県
環
境
文
化
部
環
境
管
理
課
及
び
倉
敷
市
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
局
環
境
政
策
部
環
境
政
策
課

四

変
更
案
の
縦
覧
期
間

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で
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〔
八
五
〕
岡
山
県
医
療
審
議
会
か
ら
次
の
と
お
り
答
申
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

諮
問
年
月
日

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
三
日

二

答
申
を
受
け
た
年
月
日

平
成
二
十
七
年
二
月
十
九
日

三

諮
問
及
び
答
申
の
事
項

医
療
法
人
の
設
立
の
認
可
に
つ
い
て

四

そ
の
他

諮
問
及
び
答
申
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
庁
県
政
情
報
室
、
岡
山
県
備
前

県
民
局
及
び
岡
山
県
備
中
県
民
局
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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〔
八
六
〕
労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
三
日
に
岡
山
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長
福
田
幸
恵
か
ら
次

の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

期

間

平
成
二
十
七
年
三
月
十
二
日
以
降
、
要
求
解
決
の
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
連
日
又
は

特
定
の
日
の
終
日
若
し
く
は
短
時
間

二

場

所

次
の
表
に
掲
げ
る
各
事
業
所

事

業

所

名

所

在

地

岡
山
協
立
病
院

岡
山
市
中
区
赤
坂
本
町
八

一
〇

－

岡
山
東
中
央
病
院

岡
山
市
中
区
倉
田
六
七
七

一

－

せ
い
き
ょ
う
駅
元
診
療
所

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
七

三

－

コ
ー
プ
西
大
寺
診
療
所

岡
山
市
東
区
西
大
寺
中
二

二
〇

三
三

－
－

せ
い
き
ょ
う
玉
野
診
療
所

玉
野
市
羽
根
崎
町
五

一
〇

－

コ
ー
プ
み
ん
な
の
診
療
所

岡
山
市
中
区
乙
多
見
一
〇
一

四

－

水
島
協
同
病
院

倉
敷
市
水
島
南
春
日
町
一

一

－

コ
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

倉
敷
市
水
島
北
春
日
町
四

三

－

老
人
保
健
施
設
あ
か
ね

倉
敷
市
水
島
北
春
日
町
四

三

－

水
島
歯
科
診
療
所

倉
敷
市
水
島
南
春
日
町
一
一

二
〇

－
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水
島
南
診
療
所

倉
敷
市
水
島
東
千
鳥
町
二

一
〇

一
〇
九

－
－

水
島
ふ
れ
あ
い
診
療
所

倉
敷
市
水
島
南
春
日
町
一
三

一
四

－

コ
ー
プ
く
ら
し
き
診
療
所
（
医
科
）

倉
敷
市
宮
前
三
八
四

一

－

コ
ー
プ
く
ら
し
き
診
療
所
（
歯
科
）

倉
敷
市
宮
前
三
八
四

一

－

玉
島
協
同
病
院

倉
敷
市
玉
島
柏
島
五
二
〇
九

一

－

玉
島
歯
科
診
療
所

倉
敷
市
玉
島
柏
島
五
四
一
八

四

－

真
備
歯
科
診
療
所

倉
敷
市
真
備
町
川
辺
二
〇
九
五

一

－

高
梁
歯
科
診
療
所

高
梁
市
中
原
町
一
四
五
三

一

－

阿
新
診
療
所
（
医
科
）

新
見
市
新
見
七
四
一

阿
新
診
療
所
（
歯
科
）

新
見
市
新
見
七
四
一

児
島
歯
科
診
療
所

倉
敷
市
児
島
駅
前
一

五
三

三

－
－

林
道
倫
精
神
科
神
経
科
病
院

岡
山
市
中
区
浜
四
七
二

岡
山
ひ
だ
ま
り
の
里
病
院

岡
山
市
南
区
北
浦
八
二
二

二

－

平
福
診
療
所

津
山
市
平
福
五
四
六

一

－

三

要
求
事
項

生
活
を
守
る
賃
金
の
大
幅
な
引
上
げ
と
雇
用
の
確
保
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
労
働
者
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の
大
幅
増
員
、
医
療
・
介
護
・
社
会
保
障
の
拡
充
等

四

内

容

二
に
掲
げ
る
事
業
所
に
お
い
て
、
救
急
・
急
患
外
来
患
者
及
び
入
院
患
者
の
た
め
の

保
安
要
員
を
除
く
全
部
又
は
一
部
の
組
合
員
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
、
怠
業
そ
の
他
一
切

の
争
議
行
為
を
実
施
す
る
。
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〔
八
七
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土

交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

終

了

年

月

日

倉
敷
市
、
笠
岡
市
、

基
本
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
・
オ

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
三
日

井
原
市
、
総
社
市
、

ル
ソ
作
成
）

高
梁
市
、
浅
口
市
、

矢
掛
町
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〔
八
八
〕
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
七

年
二
級
建
築
士
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。
な
お
、
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
は
、
同
法
第
十

五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
に
行
わ
せ
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

試
験
の
日
時
及
び
場
所

１

日
時学

科
の
試
験

(1)

平
成
二
十
七
年
七
月
五
日
（
日
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
十
分
ま
で

設
計
製
図
の
試
験

(2)

平
成
二
十
七
年
九
月
十
三
日
（
日
曜
日
）
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

２

場
所

岡
山
県
立
岡
山
工
業
高
等
学
校

（
岡
山
市
北
区
伊
福
町
四
丁
目
三
番
九
二
号
）

二

受
験
資
格

１

学
科
の
試
験

建
築
士
法
第
十
五
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

２

設
計
製
図
の
試
験

学
科
の
試
験
に
合
格
し
た
者
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
五
年
又
は
平
成
二
十
六
年
の
二
級
建
築
士

試
験
（
他
の
都
道
府
県
知
事
が
行
っ
た
も
の
を
含
む

）
に
お
い
て
学
科
の
試
験
に
合
格
し
た
者

。

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
本
年
の
学
科
の
試
験
を
免
除
す
る
。

三

受
験
手
数
料

一
六
、
九
○
○
円

四

受
験
申
込
手
続

１

郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み

過
去
に
二
級
建
築
士
試
験
（
他
の
都
道
府
県
知
事
が
行
っ
た
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ

）
の

。

受
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
者
の
う
ち
、
受
験
申
込
書
に
平
成
二
十
六
年
以
前
の
二
級
建
築
士
試
験

の
受
験
票
若
し
く
は
合
否
の
通
知
書
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
者
又
は
離
島
等
で
直
接
申
込
み
が
で
き

な
い
等
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
で
、
勤
務
先
の
証
明
書
若
し
く
は
住
民
票
の
写
し
が
添

付
さ
れ
て
い
る
者
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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受
験
申
込
受
付
期
間

(1)

平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
三
十
日
（
月
曜
日
）
ま
で

受
験
申
込
方
法

(2)

次
の
宛
先
に
必
ず
簡
易
書
留
で
郵
送
す
る
こ
と

（
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
日
の
消
印
の

。

あ
る
も
の
ま
で
有
効
）

〒
一
○
二

○
○
九
四

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三
番
六
号

紀
尾
井
町
パ
ー
ク
ビ
ル

－

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー

本
部

２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み

平
成
十
六
年
以
降
に
二
級
建
築
士
試
験
の
受
験
申
込
み
を
し
た
者
の
う
ち
、
受
験
の
申
込
み
に

必
要
な
個
人
情
報
の
使
用
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
承
諾
を
し
て
い
る
者
に
限
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
。受

験
申
込
受
付
期
間
及
び
時
間

(1)

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
三
日
（
月
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
同
月
三
十
日
（
月
曜
日
）
午
後

四
時
ま
で

受
験
申
込
方
法

(2)

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o

r
.
j
p
/

）
に
お
い
て
、
必
要
な
事
項
を
入
力
し
、
申
し
込
む
こ
と
。

３

受
付
場
所
に
お
け
る
受
験
申
込
み

受
験
申
込
受
付
期
間
及
び
時
間

(1)

平
成
二
十
七
年
四
月
九
日
（
木
曜
日
）
か
ら
同
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
ま
で
の
毎
日
午
前
十

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

受
付
場
所

(2)

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
建
築
士
会
会
議
室

（
岡
山
市
北
区
内
山
下
一
丁
目
三
番
一
九
号

建
築
会
館
五
階
）

受
験
申
込
方
法

(3)

受
験
申
込
書
は
、
原
則
と
し
て

の
受
付
場
所
に
申
込
者
本
人
が
直
接
提
出
す
る
こ
と
。

(2)

五

合
否
の
通
知

１

学
科
の
試
験

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日
（
火
曜
日
）
頃
に
、
本
人
に
直
接
通
知
す
る
。

２

設
計
製
図
の
試
験
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平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
日
（
木
曜
日
）
頃
に
、
本
人
に
直
接
通
知
す
る
。

六

受
験
申
込
書
の
配
布

１

郵
送
に
よ
る
配
布

請
求
期
間

(1)

平
成
二
十
七
年
三
月
二
日
（
月
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
同
月
二
十
日
（
金
曜
日
）
午
後
五
時

ま
で配

布
期
間

(2)

平
成
二
十
七
年
三
月
九
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
着
払
い
に

よ
り
郵
送
す
る

）
。

請
求
方
法

(3)

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
請
求
し
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
次
の
宛
先
に
請
求
す
る
こ
と

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
請
求
す
る
場

。

合
に
あ
っ
て
は

氏
名

送
付
先
住
所

電
話
番
号

試
験
種
別

二
級

及
び
申
込
区
分

学

、

、

、

、

（

）

（
「

科
の
試
験
か
ら
」
又
は
「
設
計
製
図
の
試
験
の
み

）
を
明
記
す
る
こ
と

）

」

。

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー

受
験
申
込
書
配
布
係

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
四
二

六
二
八

三
五
五
〇

－
－

２

配
布
場
所
に
お
け
る
配
布

配
布
場
所

(1)
ア

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
建
築
士
会
事
務
局

（
岡
山
市
北
区
内
山
下
一
丁
目
三
番
一
九
号

建
築
会
館
四
階
）

イ

倉
敷
市
建
設
局
建
築
部
建
築
指
導
課

（
倉
敷
市
西
中
新
田
六
四
〇
）

ウ

津
山
市
都
市
建
設
部
建
築
住
宅
課

（
津
山
市
山
北
五
二
〇
）

配
布
期
間
及
び
時
間

(2)
ア

ア
の
場
所

(1)

（

）

（

）

（

、

平
成
二
十
七
年
三
月
九
日

月
曜
日

か
ら
同
年
四
月
十
日

金
曜
日

ま
で

土
曜
日

日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
を
除
く

及
び
同
月
十
一
日

土
曜
日

か
ら
同
月
十
三
日

月

。
）

（

）

（

曜
日
）
ま
で
の
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
（
同
日
（
月
曜
日
）
に
あ
っ
て
は
、
午
後

四
時
）
ま
で

平成２７年３月３日　岡山県公報　第１１６６５号



イ

イ
及
び
ウ
の
場
所

(1)平
成
二
十
七
年
三
月
九
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
四
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
ま
で
（
土
曜

日

日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
を
除
く

の
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

同
日

月

、

。
）

（

（

曜
日
）
に
あ
っ
て
は
、
午
後
四
時
）
ま
で

七

そ
の
他

１

設
計
製
図
の
試
験
の
課
題
の
発
表

平
成
二
十
七
年
六
月
十
日
（
水
曜
日
）
頃
か
ら
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
建
築
士
会
事
務
局
に
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
学
科
の
試
験
の
試
験
場
に
掲
示
す
る
。

２

受
験
に
際
す
る
特
別
措
置

受
験
に
際
し
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
特
に
何
ら
か
の
措
置
を
希
望
す
る
者
は
、
受
験
申
込

時
に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
こ
と
。
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〔
八
九
〕
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
七

年
木
造
建
築
士
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。
な
お
、
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
は
、
同
法
第
十

五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
に
行
わ
せ
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

試
験
の
日
時
及
び
場
所

１

日
時学

科
の
試
験

(1)

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
六
日
（
日
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
十
分
ま
で

設
計
製
図
の
試
験

(2)

平
成
二
十
七
年
十
月
十
一
日
（
日
曜
日
）
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

２

場
所

岡
山
県
立
岡
山
工
業
高
等
学
校

（
岡
山
市
北
区
伊
福
町
四
丁
目
三
番
九
二
号
）

二

受
験
資
格

１

学
科
の
試
験

建
築
士
法
第
十
五
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

２

設
計
製
図
の
試
験

学
科
の
試
験
に
合
格
し
た
者
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
五
年
又
は
平
成
二
十
六
年
の
木
造
建
築
士

試
験
（
他
の
都
道
府
県
知
事
が
行
っ
た
も
の
を
含
む

）
に
お
い
て
学
科
の
試
験
に
合
格
し
た
者

。

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
本
年
の
学
科
の
試
験
を
免
除
す
る
。

三

受
験
手
数
料

一
六
、
九
○
○
円

四

受
験
申
込
手
続

１

郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み

過
去
に
木
造
建
築
士
試
験
（
他
の
都
道
府
県
知
事
が
行
っ
た
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ

）
の

。

受
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
者
の
う
ち
、
受
験
申
込
書
に
平
成
二
十
六
年
以
前
の
木
造
建
築
士
試
験

の
受
験
票
若
し
く
は
合
否
の
通
知
書
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
者
又
は
離
島
等
で
直
接
申
込
み
が
で
き

な
い
等
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
で
、
勤
務
先
の
証
明
書
若
し
く
は
住
民
票
の
写
し
が
添

付
さ
れ
て
い
る
者
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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受
験
申
込
受
付
期
間

(1)

平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
三
十
日
（
月
曜
日
）
ま
で

受
験
申
込
方
法

(2)

次
の
宛
先
に
必
ず
簡
易
書
留
で
郵
送
す
る
こ
と

（
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
日
の
消
印
の

。

あ
る
も
の
ま
で
有
効
）

〒
一
○
二

○
○
九
四

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三
番
六
号

紀
尾
井
町
パ
ー
ク
ビ
ル

－

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー

本
部

２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み

平
成
十
六
年
以
降
に
木
造
建
築
士
試
験
の
受
験
申
込
み
を
し
た
者
の
う
ち
、
受
験
の
申
込
み
に

必
要
な
個
人
情
報
の
使
用
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
承
諾
を
し
て
い
る
者
に
限
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
。受

験
申
込
受
付
期
間
及
び
時
間

(1)

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
三
日
（
月
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
同
月
三
十
日
（
月
曜
日
）
午
後

四
時
ま
で

受
験
申
込
方
法

(2)

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o

r
.
j
p
/

）
に
お
い
て
、
必
要
な
事
項
を
入
力
し
、
申
し
込
む
こ
と
。

３

受
付
場
所
に
お
け
る
受
験
申
込
み

受
験
申
込
受
付
期
間
及
び
時
間

(1)

平
成
二
十
七
年
四
月
九
日
（
木
曜
日
）
か
ら
同
月
十
三
日
（
月
曜
日
）
ま
で
の
毎
日
午
前
十

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

受
付
場
所

(2)

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
建
築
士
会
会
議
室

（
岡
山
市
北
区
内
山
下
一
丁
目
三
番
一
九
号

建
築
会
館
五
階
）

受
験
申
込
方
法

(3)

受
験
申
込
書
は
、
原
則
と
し
て

の
受
付
場
所
に
申
込
者
本
人
が
直
接
提
出
す
る
こ
と
。

(2)

五

合
否
の
通
知

１

学
科
の
試
験

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日
（
火
曜
日
）
頃
に
、
本
人
に
直
接
通
知
す
る
。

２

設
計
製
図
の
試
験
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平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
日
（
木
曜
日
）
頃
に
、
本
人
に
直
接
通
知
す
る
。

六

受
験
申
込
書
の
配
布

１

郵
送
に
よ
る
配
布

請
求
期
間

(1)

平
成
二
十
七
年
三
月
二
日
（
月
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
同
月
二
十
日
（
金
曜
日
）
午
後
五
時

ま
で配

布
期
間

(2)

平
成
二
十
七
年
三
月
九
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
七
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
着
払
い
に

よ
り
郵
送
す
る

）
。

請
求
方
法

(3)

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
請
求
し
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
次
の
宛
先
に
請
求
す
る
こ
と

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
請
求
す
る
場

。

合
に
あ
っ
て
は

氏
名

送
付
先
住
所

電
話
番
号

試
験
種
別

木
造

及
び
申
込
区
分

学

、

、

、

、

（

）

（
「

科
の
試
験
か
ら
」
又
は
「
設
計
製
図
の
試
験
の
み

）
を
明
記
す
る
こ
と

）

」

。

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー

受
験
申
込
書
配
布
係

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
四
二

六
二
八

三
五
五
〇

－
－

２

配
布
場
所
に
お
け
る
配
布

配
布
場
所

(1)

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
建
築
士
会
事
務
局

（
岡
山
市
北
区
内
山
下
一
丁
目
三
番
一
九
号

建
築
会
館
四
階
）

配
布
期
間
及
び
時
間

(2)

平
成
二
十
七
年
三
月
九
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
四
月
十
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
土
曜
日
、

日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
を
除
く

）
及
び
同
月
十
一
日
（
土
曜
日
）
か
ら
同
月
十
三
日
（
月

。

曜
日
）
ま
で
の
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
（
同
日
（
月
曜
日
）
に
あ
っ
て
は
、
午
後
四

時
）
ま
で

七

そ
の
他

１

設
計
製
図
の
試
験
の
課
題
の
発
表

平
成
二
十
七
年
六
月
十
日
（
水
曜
日
）
頃
か
ら
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
建
築
士
会
事
務
局
に
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
学
科
の
試
験
の
試
験
場
に
掲
示
す
る
。

２

受
験
に
際
す
る
特
別
措
置
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受
験
に
際
し
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
特
に
何
ら
か
の
措
置
を
希
望
す
る
者
は
、
受
験
申
込

時
に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
こ
と
。
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